
P292 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

高校生期の親，友人，教師への愛着に関する横断研究
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問題と目的

近年，学校教育へのアクティブ・ラーニングの

導入が進み，全国の全日制高校 校を対象に

した郵送調査に ％の高校が導入していると

回答している（リクルート進学総研 ）。アク

ティブ・ラーニングの中核とされる協同学習（杉

江 ）を高校で行うにあたり，生徒たちの他

者への愛着の発達と協同学習の認識や学習活動が

どう関係するかは明らかでない。

本研究は協同学習に全校あげて取り組む高校生

の他者への愛着の発達を質問紙調査により学年横

断的に明らかにすることを目的とする。

方 法

調査対象者

Ｍ県内の私立高等学校の全校生徒 名。

調査の手続きと期間

担任教師に教示，調査用紙の配布・回収を依頼

し， 年 月，全校一斉のホームルームの時間

に調査を行った。

質問紙の構成

質問紙のうち本研究に直接関わる部分としては，

高橋（ ）による「愛情のネットワーク・モデ

ル 」 に も と づ く 愛 着 関 係 尺 度 （

） 項目を用いた。愛着対

象の候補は父親，母親，同性の友人，異性の友人，

現在受けている授業の教科担任の教師，現在所属

している部活動顧問の教師の 名とした。友人に

ついては，いつも会っていて，相談にのってもら

ったり，何でも話したりできる年齢の近い人との

説明を付記した。回答は，あなたとあなたにとっ

て大切な人との関係について，あなたの気持ちが

どれにあてはまるか，を 件法で求めた。

結果と考察

愛着関係尺度への 件法による回答に から

の点数を与えて 人の愛着対象の候補それぞれに

ついて平均尺度得点を算出し，学年と性別ごとに

集計した平均値を ， ，

にまとめた。 のとおり同性の友人への愛

着はきわめて高く，ついで ， の

とおり両親，異性の友人への愛着も高いことが示

された。両親への愛着は学年につれて女子は上昇

傾向，男子は 年生がピークの山型傾向が見られ

た。友人への愛着には学年と性別による明確な違

いが見られなかった。

教師への愛着は のとおり両親，友人

ほど高くはなく中程度となり，部活動の顧問への

愛着は男女とも 年生， 年生で高かった。教科

担任の教師への愛着は，実質はクラス担任への愛

着と推測されるが，男子は 年生から 年生にか

けて上昇して 年生は大きく下降，女子は 年生

と 年生で低く 年生は大きく上昇，という対照

的な推移が示された。
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養護教諭のコーデイネーション行動予測モデル
―キャリア年数による特徴―

○鈴木 薫（淑徳大学） 山崎 晃（広島文化学園大学）

キーワード：養護教諭のコーディネーション行動，モデル，キャリア年数

問 題
子供の健康問題に気づき，関係者や関係組織に

能動的に働きかけていくまでの養護教諭のコーディネ
ーション行動を解明することは，チームで課題解決を
推進していく上でカギとなる。先行研究ではコーディ
ネーション行動予測モデルが示され，コーディネーシ
ョン行動の生起には，「気づきの段階」，「動機づけの
段階」，「行動の段階」の３段階の認知過程と，個人内
変数，所属組織からの期待に対する信念などの環境
変数，動機づけ変数に対する認知がコーディネータ
ー行動生起の可能性に影響することが示されている
（鈴木，山崎，2020）。本研究は，養護教諭のキャリア
年数による変数の特徴を把握することを目的とする。 

方 法
対象 小・中学校養護教諭 名（回収率 ％），
分析対象数 名
時期 年 月～ 月
方法 郵送法による質問紙調査の実施
コーディネーション行動の要因

従属変数 個別支援コーディネーション行動，
システムコーディネーション。

独立変数 行動プロアクティブなパーソナリテ
ィ，専門職的自律性 同僚の信頼，協働的職場風土，
校長のリーダーシップ，自己効力感，柔軟な役割志
向。

結果と考察
回答者数 名（回収率 ％）
キャリア年数 年（ 名）， 年（ 名），

年（ 名）， 年以上（ 名）
各変数の平均値 平均値に差が見られた要因は，
個別支援コーディネーション行動，システムコー
ディネーション行動，協働的職場風土，自己効力
感，柔軟な役割志向であった。
コーディネーション行動に影響を与える要因
（ ） 重回帰分析において決定係数 と
標準回帰係数βを算出した。 値は個別支援とシ
ステムの二つのコーディネーション行動における
全てのキャリア年数において ％水準で有意を
示し、すべての独立変数が従属変数を予測してい
た。標準回帰係数β値は，柔軟な役割志向が個別
支援・システムの二つのコーディネーション行動
のどのキャリア年数においても正の影響及ぼして
いることが明らかになった。また，プロアクティ
ブなパーソナリティは，システムコーディネーシ
ョン行動においてキャリア 年目で負に， 年
以上には正に影響していることが示された。

コーディネーション行動に影響を与える年数の因
果モデル（ ） 複数の因子で構成される要
因を潜在変数，因子からなる要因を観測変数とし
た。先行研究に基づいてモデルを設定し，キャリ
ア年数ごとに多母集団同時分析を行った。その結
果，キャリア 年以上において全てのパス係数が
有意な値を示した。パス係数が有意でなかったの
は， 年の専門職的自律性→柔軟な役割志向，

年の専門職的→自律性柔軟な役割志向と同僚の
信頼→自己効力感であった。その他のｐ値は ％
水準で有意であった。

養護教諭のコーディネーション行動は，キャリ
ア年数に関わらず「気づきの段階」，「動機づけの段
階」，「行動の段階」の３段階の認知過程を経て生起
すること，動機づけ変数がコーディネーション行動に
及ぼす影響にキャリア年数は関係しないことが示され
た。一方，個人内変数と環境変数が動機づけ変数に
及ぼす影響は，キャリア20年までで異なることが推察
された。 
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